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先
日
、
改
装
さ
れ
た
甲
子

園
球
場
で
プ
ロ
野
球
を
観
戦

し
た
。
ラ
イ
ブ
な
ら
で
は
の

ス
ポ
ー
ツ
の
臨
場
感
、
応
援

を
通
じ
た
選
手
・
フ
ァ
ン
と

の
一
体
感
を
久
し
ぶ
り
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
▼
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
選
手
た
ち
が

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ

は
、
多
数
の
熱
心
な
フ
ァ
ン

を
持
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本

学
で
も
、
体
育
会
４５
ク
ラ
ブ

が
活
動
し
、
近
年
多
く
の
競

技
で
優
秀
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
。
彼
ら
は
、
文
字
ど
お

り
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ア
ス
リ

ー
ト
で
は
あ
る
が
、
関
西
大

学
の
一
員
と
し
て
、
ま
た
身

近
な
友
人
と
し
て
日
々
活
動

し
て
い
る
▼
本
日
か
ら
伝
統

の
総
合
関
関
戦
が
開
催
さ
れ

る
。
第
３２
回
の
今
年
は
、
関

西
学
院
大
学
で
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
多
く
の

学
生
・
教
職
員
の
方
々
に

は
、
こ
の
機
会
に
国
内
外
で

活
躍
す
る
本
学
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
達
の
激
し
い
戦
い

を
、
是
非
と
も
観
戦
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
特
に
今
ま
で

観
戦
し
た
こ
と
が
な
い
高
い

レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

に
、
一
つ
で
も
二
つ
で
も
足

を
運
び
、
日
頃
は
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
臨
場
感
や

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
▼
関
西
大

学
の
名
を
背
負
っ
て
躍
動
す

る
本
学
学
生
諸
君
の
熱
心
な

フ
ァ
ン
と
な
り
、
そ
の
ス
ポ

ー
ツ
競
技
の
面
白
さ
と
と
も

に
、
関
大
生
と
し
て
の
一
体

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

と
確
信
す
る
。

（
岡
田

弘
行
）
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氏
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号
授
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
面
…
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
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�
面
…
第
３２
回
総
合
関
関
戦
が
開
幕

�
面
…
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

「
夏
期
集
中
・
後
期
開
講
講
座
」
受
付
を
開
始

４
・
５
面

「
わ
た
し
た
ち
か
ら
提
案
し
ま
す
�

関
大
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

関
大
生
が
エ
コ
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
や
、
実
際
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
エ
コ
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
、

エ
コ
ラ
イ
フ
を
体
感
し
よ
う
。

８
面

「
世
界
に
飛
び
出
せ
関
大
生
�

〜
留
学
っ
て
ど
ん
な
ん
？
〜
」

「
留
学
」
こ
の
言
葉
を
聞
き
、
ど
ん
な
こ
と
を
想
像
す
る
だ
ろ

う
か
？
�
�
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
、
留
学
や
語
学
の
学
習
方
法

な
ど
に
つ
い
て
取
材
し
た
。

３
面

学
長
選
挙
を
公
示

現
学
長
の
任
期
が
９
月
末
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
学

長
選
挙
を
行
う
。
今
号
は
、
今
後
の
日
程
な
ら
び
に
手
続
き
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

特
集

携帯電話の高機能化とともに低年齢層にも利用が広が
る中、メールやウェブを通じたいじめやトラブルが子ど
もたちの間で深刻化しているといわれる。犯罪に巻き込
まれたり、自殺に追い込まれたりすることもしばしば見
られ、学校現場でもその対応に追われるようになった。
こうした状況に対し、昨年１２月に大阪府教育委員会

が、橋下大阪府知事みずからの会見を通じて、携帯電話
の小・中学校への持ち込み禁止、高校での使用禁止を打
ち出したことは、全国的にも反響を呼んだ。その後、文
部科学省をはじめ、各自治体でも学校での携帯電話禁止
の動きが広がっていった。
しかし、この対応については疑問を挟む関係者も少な
くない。というのも、小学生以下の場合、低学年になる
ほど、子どもが欲しがるからというより、親の意向で持
たせるケースの方が多い傾向があるからだ。一方、中学
生以上にとっては、携帯電話のメールが日常において不
可欠のコミュニケーション手段になっており、それが前
提となったある種の「ライフライン」のように受け入れ
られている状況は、大人たちの利用感覚とは大きく異な
っている。
問題が拡大した背景には、情報教育の遅れという問題
も横たわる。２００３年の学習指導要領の改訂以後、高校で
の「情報」科の導入をはじめとして、情報教育の拡充が
図られたものの、実際には機器やソフトの使用に関する
内容が多く、基礎的な知識やモラルなどの総合的な能力
の向上などにはあまりウェイトが置かれてこなかった。
学校での情報設備の充実も不十分な中では、いまやもっ

とも身近な情報メディアとなった携帯電話への適切な接
し方を学ぶことで、そうした遅れをカバーできたはずで
ある。しかし、学校への持ち込みや使用を禁じることに
よって、逆にこれらの対象を用いて教科の中で取り上げ
にくい状況を生み出してしまったことは否めない。
携帯電話やインターネットを家庭で与える親がきちん
としつけるべきだ、という声もある。だが、ネットを通
じたいじめや誹謗中傷などは多くの場合学校のクラスな
どの人間関係から生じるので、学校側の関与がなくては
問題は解決しにくい。
今年３月、私は生徒指導学会という団体の研究集会に
おいて、パネルディスカッションのコーディネーターを
務めさせていただいた。登壇者には学校現場の先生方や
警察の元指導員の方などが並んだが、その中ではどのパ
ネリストも口を揃えて「禁止では何も解決しない」と発
言していたのが強く印象に残っている。
ネットや携帯電話をめぐる諸問題については、有害メ
ディアの規制やフィルタリングなどの対策が叫ばれるも
のの、特効薬は存在しない。また機能そのものに内在す
る特性がいろいろな問題を引き起こすものであるので、
一律に禁止するような除菌や隔離といった対感染症的な
対応で解決できるものではない。むしろ、ガンや生活習
慣病のように、そのリスクは日常生活の中に広く潜在す
る。望ましいＩＴ社会のためには、現状を踏まえつつ粘
り強く取り組んでいかなければならない課題なのであ
る。

（総合情報学部教授）

岡田 朋之

特
集（
学
生
企
画
）
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学
位
取
得�

一
般
入
学
試
験
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同
様

に
「
学
部
個
別
日
程
」「
全
学
部
日
程
」「
後
期
日

程
」
を
行
う
。
２
０
１
０
年
４
月
開
設
予
定
の
社

会
安
全
学
部
お
よ
び
人
間
健
康
学
部
（
い
ず
れ
も

設
置
認
可
申
請
中
）
に
つ
い
て
も
別
表
の
と
お
り

入
試
日
程
が
決
定
し
た
。

２
０
１
０
年
度
の
入
学
試
験
は
、
各
学
部
と
も

学
部
個
別
日
程
に
お
い
て
２
回
（
文
学
部
は
３

回
）
の
受
験
日
を
設
け
て
お
り
、
全
学
部
日
程
（
２

月
７
日
・
８
日
に
実
施
）
を
合
わ
せ
る
と
、
同
一

学
部
で
４
回
以
上
（
理
工
系
学
部
は
３
回
）
の
受

験
日
と
な
り
、
受
験
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い

る
。ま

た
、
試
験
地
も
新
た
に
「
高
知
」「
沖
縄
」
の

２
カ
所
を
追
加
し
、
全
国
２８
都
市
で
実
施
す
る
。

セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験
に
つ
い
て
も
前
年
度

と
同
様
に
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
得
点
の

み
で
合
否
判
定
を
行
う
「
セ
ン
タ
ー
前
期
」、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
得
点
と
本
学
が
実
施
す
る

個
別
学
力
検
査
の
合
計
点
に
よ
り
合
否
判
定
を
行

う
「
セ
ン
タ
ー
中
期
」、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

の
得
点
の
み
で
合
否
判
定
を
行
い
、
２
月
実
施
入

試
の
合
格
者
発
表
後
に
出
願
可
能
な
「
セ
ン
タ
ー

後
期
」
の
３
期
に
分
け
て
実
施
す
る
。

そ
の
う
ち
の
「
セ
ン
タ
ー
中
期
」
の
個
別
学
力

検
査
は
、
一
般
入
学
試
験
「
全
学
部
日
程
」
と
同

じ
２
月
７
日
（
日
）
と
８
日
（
月
）
に
実
施
す
る

の
で
、
同
一
の
試
験
科
目
を
受
験
す
る
場
合
、
同

一
日
に
実
施
す
る
一
般
入
学
試
験
「
全
学
部
日

程
」
と
の
併
願
が
可
能
で
あ
る
。
詳
細
は
「
２
０

１
０
年
度
進
学
ガ
イ
ド
」
を
参
照
願
い
た
い
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

こ
の
た
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
文
化
交
渉
学

教
育
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）

が
中
心
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
文

化
交
渉
学
会
を
設
立
し
、
６
月

２７
日
（
土
）
に
１
０
０
周
年
記

念
会
館
に
て
創
立
総
会
・
記
念

講
演
会
を
開
催
す
る
。

午
後
か
ら
の
第
１
回
年
次
大

会
に
お
い
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
入
江
昭
名
誉
教
授
お
よ
び

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
歴
史
学
部

・
東
ア
ジ
ア
研
究
学
部
の
Ｍ
・

コ
ル
カ
ッ
ト
教
授
に
名
誉
博
士

号
を
授
与
す
る
。

ま
た
、
６
月
２８
日
（
日
）
に

は
、
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。

冒
頭
に
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ス
大
学
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・

フ
ク
ヤ
マ
政
治
経
済
学
教
授
お

よ
び
ル
ー
ヴ
ェ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
の
ウ

イ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
ド
ゥ
ワ
ラ
教

授
に
名
誉
博
士
号
を
授
与
す

る
。

千里留学生会館跡地活用イメージパース

大
阪
府
が
募
集
し
た
「
千
里

留
学
生
会
館
跡
地
活
用
事
業
コ

ン
ペ
」
に
お
い
て
、
本
学
が
優

先
交
渉
権
を
得
て
、
今
後
３
年

以
内
に
留
学
生
宿
舎
等
を
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
１６

年
１２
月
に
策
定
し
た
国
際
化
ビ

ジ
ョ
ン
「
国
際
交
流
の
新
た
な

展
開

―G
lobalizin

g
K
andai

を
め
ざ
し
て
―
」
で

も
謳
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
留

学
生
用
宿
舎
、
海
外
か
ら
の
研

究
者
用
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
建

設
、
留
学
生
別
科
の
設
置
は
、

長
年
に
わ
た
る
課
題
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
び
の
選
定
を
受

け
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

一
層
加
速
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
現
在
の
計
画
で
は
、
６
階

建
て
で
１
１
５
室
程
度
の
留
学

生
宿
舎
を
は
じ
め
、
研
究
者
用

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
日
本
語
・
日

本
文
化
等
の
教
育
施
設
の
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
の
完
成
に
よ
り
、
留
学
生

や
研
究
者
の
受
入
体
制
が
整
備

・
拡
充
さ
れ
る
ほ
か
、
本
学
学

生
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
通

じ
、
異
文
化
理
解
の
推
進
、
地

域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
貢
献

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

本
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
層
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
し
つ
つ
、
同
時

に
地
域
社
会
を
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ

ズ
す
る
存
在
と
な
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
た
び
、
イ
ギ
リ
ス
に
あ

る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
人
文

科
学
部
と
の
間
で
基
本
協
定
と

学
生
交
換
協
定
を
締
結
し
た
。

本
学
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
大

学
と
の
協
定
大
学
は
こ
れ
で
バ

ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
お
よ
び
ロ
ン

ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
続
い
て

３
校
目
に
な
る
。

１
８
２
４
年
に
創
立
さ
れ
た

同
大
学
は
、
１
８
０
年
あ
ま
り

の
歴
史
を
有
し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
を
２３
人
輩
出
し
て
い
る

イ
ギ
リ
ス
屈
指
の
名
門
大
学
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
大

学
の
研
究
レ
ベ
ル
は
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
に
続
く
第
３
位
で
あ

り
、
２
０
０
８
年
の
大
学
世
界

ラ
ン
キ
ン
グ
は
４０
位
、
欧
州
で

は
１１
位
で
あ
っ
た
。
日
本
語
学

科
が
あ
り
、
日
本
語
に
加
え

て
、
日
本
学
（
日
本
の
歴
史
、

宗
教
、
現
代
社
会
な
ど
）
の
多

彩
な
コ
ー
ス
が
開
講
さ
れ
て
い

る
。
正
規
学
生
数
は
約
３
０
０

０
０
人
（
人
文
科
学
部
に
１
５

０
０
０
人
）
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
全
土
で
は
最
大
で
あ
る
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
同

大
学
と
学
生
交
換
を
行
う
こ
と

で
、
英
語
圏
へ
の
交
換
派
遣
枠

が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
今
後
、
世
界
各
地
に
協
定

大
学
を
増
や
し
、
本
学
と
世
界

の
大
学
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
。

（
国
際
部
）

マンチェスター大学

６
月
９
日
、
学
校
法
人
関
西

大
学
と
浪
速
中
学
校
高
等
学
校

を
設
置
す
る
学
校
法
人
大
阪
国

学
院
は
、
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
調
印
式
を
行

っ
た
。
こ
の
協
定
の
締
結
に
よ

り
、浪
速
中
学
校
は
名
称
を
「
関

西
大
学
連
携
浪
速
中
学
校
」
に

変
更
し
、
併
せ
て
中
学
校
に
は

関
大
ク
ラ
ス
を
設
け
、
６
年
間

一
貫
の
指
導
を
行
う
。

本
学
が
中
学
校
と
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
す
る
の

は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で

あ
る
。

ま
た
、
同
日
、
本
学
と
学
校

法
人
大
阪
国
学
院
が
設
置
す
る

浪
速
高
等
学
校
は
、「
高
大
接
続

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
推
薦
入
学
制

度
」
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し

た
。

２
０
１
０
年
度
、
文
学
部

で
は
、「
歴
史
学
専
修
」
か
ら

新
専
修
と
し
て
「
日
本
史
・

文
化
遺
産
学
専
修
」
が
立
ち

上
が
る
。
こ
れ
に
伴
い
、「
歴

史
学
専
修
」
は
「
世
界
史
専

修
」
に
名
称
変
更
と
な
る
。

ま
た
、
次
の
専
修
も
名
称
を

変
更
し
、
文
学
部
で
は
よ
り

充
実
し
た
専
門
研
究
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
英
語
英
文
学
専
修
」
は

「
英
米
文
学
英
語
学
専
修
」

に
、「
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス

文
学
専
修
」
は
「
フ
ラ
ン
ス

学
専
修
」
に
、「
ド
イ
ツ
語
ド

イ
ツ
文
学
専
修
」
は
「
ド
イ

ツ
学
専
修
」
に
、「
中
国
語
中

国
学
専
修
」
は
「
中
国
学
専

修
」
に
、「
教
育
学
専
修
」
は

「
教
育
文
化
専
修
」
に
、「
イ

ン
タ
ー
デ
ィ
パ
ー
ト
メ
ン

ト
」
は
「
情
報
文
化
学
専

修
」
に
な
る
。
（
文
学
部
）

○
法
学
部
学
術
講
演
会

テ
ー
マ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
文

化
状
況
と
ト
ル
コ
」

講
師

ヌ
リ
・
ユ
ル
ド
ゥ
セ
フ
氏

（
中
東
工
科
大
学
教
授
）

司
会
・
通
訳

角
田
猛
之
法
学

部
教
授

日
時

６
月
２６
日
（
金
）

１３
時
〜
１４
時
３０
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

１
学
舎
２
号
館
Ｂ
２
０
１
教

室
○
法
学
部
学
術
講
演
会

テ
ー
マ「
変
革
す
る
地
方
自
治
体

〜
こ
れ
か
ら
の
公
務
員
〜
」

講
師

畠

充
治
氏
（
兵
庫
県

人
事
委
員
会
事
務
局
職
員
課

長
）

司
会

石
橋
章
市
朗
法
学
部
准

教
授

日
時

７
月
６
日
（
月
）

１３
時
〜
１４
時
３０
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

１
学
舎
２
号
館
Ｂ
１
０
２
教

室
○
社
会
学
部
学
術
講
演
会

テ
ー
マ
「
超
高
齢
者
を
知
る
�

〜
心
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
〜
」

講
師

佐
藤
眞
一
氏
（
明
治
学

院
大
学
心
理
学
部
教
授
）

日
時

６
月
２２
日
（
月
）

１４
時
４０
分
〜
１６
時
１０
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

３
学
舎
Ｄ
４
０
１
教
室

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対
応新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国

内
で
の
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
政
府
が
そ
れ
ま
で
第

１
段
階
（
海
外
発
生
期
）
と
し

て
い
た
行
動
計
画
の
対
策
レ
ベ

ル
を
第
２
段
階
（
国
内
発
生
早

期
）
へ
移
行
し
た
。
こ
れ
を
受

け
本
学
は
５
月
１７
日
に
対
策
本

部
会
議
を
開
催
し
、
海
外
へ
の

渡
航
お
よ
び
帰
国
・
来
日
に
関

す
る
対
策
に
加
え
国
内
感
染
の

予
防
に
対
す
る
取
扱
い
を
追
加

し
、
５
月
１７
日
か
ら
２３
日
ま
で

全
学
部
学
生
お
よ
び
大
学
院
生

を
対
象
に
休
講
措
置
を
と
る
な

ど
対
応
し
た
。
授
業
に
つ
い
て

は
、
５
月
２５
日
か
ら
開
始
さ
れ

た
。

●
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
科
学
大
学

歴
史
学
部
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結グ

ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
）
は
４
月
１９
日
、
フ
エ
科
学

大
学
歴
史
学
部
と
学
術
交
流
協

定
を
締
結
し
、
文
化
交
渉
学
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
協
力
し
て
推
進
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
昨
年
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
が

周
縁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
フ
エ
旧
外
港
集

落
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は

共
同
調
査
を
行
う
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
交
流
が
学
術
交
流

協
定
の
締
結
と
し
て
結
実
し

た
。
フ
エ
科
学
大
学
で
開
催
さ

れ
た
調
印
式
に
は
同
大
学
歴
史

学
部
か
ら
グ
エ
ン
・
ク
ワ
ン
・

チ
ュ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
学
部
長
を

は
じ
め
多
数
が
出
席
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
か
ら
は
事
業
推
進
担
当
者

で
あ
る
野
間
晴
雄
文
学
部
教

授
、
西
村
昌
也
Ｃ
Ｏ
Ｅ
助
教
、

篠
原
啓
方
Ｃ
Ｏ
Ｅ
特
別
研
究
員

が
出
席
し
た
。

●
平
成
２１
年
度
教
育
推
進
部
・

国
際
部
の
新
任
教
員
歓
迎
会
を

開
催４

月
２２
日
、
教
育
推
進
部
・

国
際
部
新
任
教
員
歓
迎
会
が
１００

周
年
記
念
会
館
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
紫
紺
で
開
催
さ
れ
た
。
本
年

度
の
新
任
教
員
は
教
育
推
進
部

４
名
、
国
際
部
３
名
で
あ
る
。

当
日
は
、
河
田
悌
一
学
長
、

越
智
光
一
副
学
長
（
大
学
院
・

研
究
推
進
担
当
／
社
会
連
携
推

進
担
当
）、
カ
イ
ト
由
利
子
副
学

長
（
国
際
活
動
推
進
担
当
）
の

挨
拶
に
続
き
、
各
新
任
教
員
の

自
己
紹
介
、
記
念
撮
影
の
後
、

大
学
執
行
部
と
の
懇
談
が
行
わ

れ
た
。

○
経
済
学
部
教
授

浜
野

潔

／
博
士
（
経
済
学
）
慶
應
義
塾

大
学
「
近
世
京
都
の
歴
史
人
口

学
的
研
究
―
都
市
町
人
の
社
会

構
造
を
読
む
」

学
位
取
得
年
月
日
は
平
成
２０
年

１０
月
９
日

●
北
陽
高
校
陸
上
競
技
部
が
国

際
グ
ラ
ン
プ
リ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
デ
ー
）
に
出

場
５
月
９
日
に
大
阪
市
長
居
陸

上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
国
際

グ
ラ
ン
プ
リ
の
ワ
ー
ル
ド
・
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
・
デ
ー
（
ジ
ュ
ニ

ア
競
技
）
に
北
陽
高
校
陸
上
競

技
部
１０
人
が
出
場
し
た
。
結
果

は
、
走
り
幅
跳
び
で
青
木
一
将

さ
ん
（
３
年
）
が
１
位
、
熊
崎

健
人
さ
ん
（
２
年
）
が
１
５
０

０
�
走
で
２
位
に
な
る
な
ど
、

好
成
績
を
挙
げ
た
。

■ センター利用入学試験
試験地

―

�
＋
�
＋
�

―

試
験
地

�大阪・東京・金沢・名古屋・和歌山・姫路・岡
山・広島・高松・福岡

�浜松・京都・神戸・松山
�札幌・仙台・新潟・福井・津・滋賀・松江・山
口・徳島・高知・小倉・熊本・鹿児島・沖縄

学部
全学部
（人間健康学部、
社会安全学部を除
く）
法学部
文学部
経済学部
社会学部
政策創造学部
外国語学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
全学部
（人間健康学部、
社会安全学部を除
く）
法学部
文学部
経済学部
社会学部
政策創造学部
外国語学部
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

試験日
個別学力
検査は課
さない

個別学力
検査実施
日
２月７日（日）

個別学力
検査実施
日
２月８日（月）

個別学力
検査は課
さない

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

１
月
１６
日
�
・
１７
日
�

種別
セ
ン
タ
ー

前
期

セ
ン
タ
ー
中
期

セ
ン
タ
ー
後
期

■ 一般入学試験
試験地

�
＋
�

�
＋
�
＋
�

�

学部
文学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
法学部
文学部
経済学部
人間健康学部※
総合情報学部
経済学部
社会学部
政策創造学部
外国語学部
人間健康学部※
法学部
商学部
外国語学部
総合情報学部
社会安全学部※
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部
文学部
商学部
社会学部
政策創造学部
社会安全学部※
全学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
外国語学部
人間健康学部※
総合情報学部
社会安全学部※
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
政策創造学部
外国語学部
人間健康学部※
総合情報学部
社会安全学部※
総合情報学部
システム理工学部
環境都市工学部
化学生命工学部

試験日

２月１日�

２月２日�

２月３日�

２月４日�

２月５日�

２月６日�

２月７日�

２月８日�

３月３日�

３月４日�

日程

学
部
個
別
日
程

全
学
部
日
程

後
期
日
程

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際際
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
のののののののののののののののののののののののののの
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
とととととととととととととととととととととととととと
しししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててて

東東アアジジアア文文化化交交渉渉学学会会をを設設立立

「
大
阪
府
千
里
留
学
生
会
館

跡
地
活
用
事
業
コ
ン
ペ
」
に

本
学
が
選
定

４氏に名誉博士号授与

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
と

協
定
を
締
結

年
度
入
学
試
験
実
施
概
要
決
ま
る

２０１０

学学
校校
法法
人人
大大
阪阪
国国
学学
院院
とと
連連
携携
協協
力力
にに
関関
すす
るる
協協
定定
をを
締締
結結

関関
西西
大大
学学
連連
携携
浪浪
速速
中中
学学
校校
がが
発発
足足

※２０１０年４月開設・設置認可申請中

２０１０年度文学部

総合人文学科の新専修設置
ならびに名称を変更

（２）平成２１年（２００９年）６月１８日第 ３６３ 号
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関
西
大
学
の
現
学
長
で
あ
る
河
田
悌
一
文
学
部
教
授
の
３
年
の
任
期
が
こ
の
９
月
に
終
わ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
左
記
の
よ
う
な
「
お
知
ら
せ
」
が
学
長
、
１１
学
部
長
、
法
務
研
究
科
長
、
会

計
研
究
科
長
お
よ
び
心
理
学
研
究
科
心
理
臨
床
学
専
攻
長
の
連
名
で
、
５
月
２５
日
付
で
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

文
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
学
長
選
挙
規
程

大
綱
」
に
基
づ
き
、
５
月
２０
日
に
１１
学
部
長
、

法
務
研
究
科
長
、
会
計
研
究
科
長
お
よ
び
心
理

学
研
究
科
心
理
臨
床
学
専
攻
長
か
ら
な
る
学
長

選
挙
管
理
委
員
会
が
発
足
、
５
月
２５
日
付
の
学

長
選
挙
公
示
第
１
号
に
よ
る
と
、
学
長
選
挙
管

理
委
員
長
と
し
て
飯
田
紀
彦
心
理
学
研
究
科
心

理
臨
床
学
専
攻
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
６
月
３
日
に
学
長
選
挙
公
示
第
２
号
と
し

て
、
学
長
選
挙
管
理
委
員
会
の
名
で
今
回
の
学

長
選
挙
日
程
（
左
表
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
諸
君
は
除
斥
投
票
用
紙

を
受
け
取
っ
た
後
、
投
票
締
切
日
で
あ
る
７
月

４
日
（
土
）
ま
で
に
必
ず
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
除
斥
投
票
の
結
果
は
、
公
示
お
よ
び

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
７
月
２９
日
（
水
）
の
学
長
選
挙
会
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
新
学
長
の
横
顔
は
、
本
紙

の
１０
月
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

※
「
学
長
選
挙
規
程
大
綱
」
は
、
掲
示
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

本
年
９
月
３０
日
を
も
っ
て
現
学
長
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、「
関
西
大
学

学
長
選
挙
規
程
」
に
基
づ
き
次
期
学
長
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
規
程
の
大
綱
は
別
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
学
生
諸
君
は
、
学
長
候
補
者
選

考
委
員
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
３
名
の
学
長
候
補
者
に
つ
い
て
の
除
斥
投
票
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
除
斥
投
票
の
実
施
要
領
及
び
そ
の
投
票
用
紙
な
ど
必
要
な
関

係
書
類
は
、
除
斥
投
票
の
有
権
者
（
上
記
学
長
候
補
者
が
公
示
さ
れ
た
日
に
お
け
る

在
籍
学
生
）
に
対
し
、「
届
け
出
た
住
所
」
宛
に
６
月
２４
日
付
で
郵
送
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

学
長
選
挙
が
円
滑
に
進
捗
す
る
よ
う
学
生
諸
君
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

学
長
選
挙
の
日
程

学
長
選
挙
の
日
程
を
、
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

○
学
長
候
補
者
選
考
委
員
会６

月
１０
日
（
水
）

○
学
長
候
補
者
の
公
示

６
月
１２
日
（
金
）

○
学
長
候
補
者
に
対
す
る
学
生
の
除
斥
投
票

・
投
票
用
紙
な
ど
の
発
送６

月
２４
日
（
水
）

・
投
票
の
締
切

７
月
４
日
（
土
）

�
当
日
消
印
有
効
�

○
除
斥
投
票
の
集
計
結
果
発
表

７
月
２１
日
（
火
）

（
除
斥
投
票
の
結
果
、
２
名
以
上
の
失
格

者
が
な
か
っ
た
場
合
）

○
学
長
候
補
者
の
最
終
的
確
定
の
公
示

７
月
２１
日
（
火
）

○
除
斥
投
票
の
集
計
結
果
閲
覧

７
月
２３
日
（
木
）

○
学
長
選
挙
会

７
月
２９
日
（
水
）

以

上

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
教

員
養
成
段
階
か
ら
卒
業
後
の
教

職
生
活
ま
で
を
一
つ
の
過
程
と

し
て
捉
え
、
教
員
と
し
て
必
要

な
資
質
能
力
の
開
発
や
実
践
的

指
導
力
の
養
成
、
教
員
採
用
試

験
対
策
等
の
就
業
支
援
、
さ
ら

に
は
本
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

教
員
免
許
状
更
新
講
習
の
企
画

・
実
施
等
を
行
う
教
員
養
成
の

拠
点
と
し
て
昨
年
１０
月
に
開
設

さ
れ
た
。

本
年
４
月
に
は
、
実
践
的
な

教
職
教
育
の
充
実
・
強
化
、
あ

る
い
は
学
校
現
場
の
視
点
や
ニ

ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
教
職
指
導

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
含

め
、
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業

務
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
た

だ
く
セ
ン
タ
ー
専
門
委
員
と
し

て
２
名
の
特
別
任
用
教
授
（
教

育
推
進
部
所
属
）
を
招
へ
い
し

た
。
一
名
は
学
校
制
度
や
教
育

行
政
に
精
通
さ
れ
た
大
阪
府
教

育
委
員
会
の
行
政
職
の
竹
内
先

生
、
そ
し
て
も
う
一
名
は
実
際

に
学
校
現
場
（
小
学
校
）
で
生

徒
指
導
や
学
校
管
理
に
携
っ
て

き
た
学
校
長
職
の
辻
本
先
生

で
、
両
先
生
と
も
豊
富
な
経
験

と
キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
方
々
で

あ
る
。
お
二
人
の
先
生
は
原
則

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
、
教
職

支
援
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行
う

か
た
わ
ら
教
職
を
志
望
す
る
学

生
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
随
時
応
じ
て
い

る
。教

職
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

両
先
生
を
中
心
に
、「
教
師
に
な

り
た
い
」
と
い
う
み
な
さ
ん
の

熱
い
思
い
を
精
一
杯
支
援
し
て

い
く
。
な
お
、
教
職
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
学
舎
１
号
館
１
階
教
務
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
。

（
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長

文
学
部
教
授

山
本

登
朗
）

特
別
任
用
教
授
紹
介

竹
内
啓
三
特
別
任
用
教
授

本
学
法
学

部
卒
業
後
、

大
阪
府
行
政

職
と
し
て
採

用
さ
れ
３０
年
以
上
教
育
行
政
に

従
事
。
２
０
０
７
年
７
月
か
ら

大
阪
府
教
育
委
員
会
事
務
局
教

育
次
長
と
し
て
、
府
の
教
育
行

政
全
般
を
統
括
。
本
年
３
月
教

育
次
長
を
退
職
。

辻
本
修
一
特
別
任
用
教
授

本
学
経
済

学
部
卒
業

後
、
民
間
企

業
勤
務
な
ど

を
経
て
１
９
７
７
年
４
月
に
堺

市
立
の
公
立
小
学
校
に
教
諭
と

し
て
着
任
。以
来
、堺
市
教
育
委

員
会
に
お
け
る
教
育
行
政
職
の

経
験
も
含
め
、
３０
年
以
上
学
校

教
育
に
従
事
。
本
年
３
月
に
堺

市
立
鳳
小
学
校
校
長
を
退
職
。

平
成
２１
年
度
の
教
育
後
援
会

総
会
が
、
５
月
１７
日
（
日
）、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、

在
学
生
父
母
・
保
護
者
の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
会
長
挨

拶
、
前
年
度
の
事
業
・
決
算
報

告
の
あ
と
、
役
員
の
改
選
等
が

行
わ
れ
、
今
年
度
の
会
長
に
は

丹
羽
一
郎
氏
が
、
ま
た
、
監
事

に
は
、
粟
谷
洋
氏
と
木
下
雅
裕

氏
が
選
出
さ
れ
た
。

今
年
度
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
開
催
日
の
朝
に
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
本
学

の
近
隣
地
域
に
ま
で
及
ん
だ
こ

と
か
ら
、
緊
急
の
措
置
と
し
て

午
前
中
の
総
会
は
、
出
席
者
に

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
、

内
容
を
一
部
割
愛
し
開
催
時
間

を
短
縮
し
て
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
午
後
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

た
学
部
別
教
育
懇
談
会
を
は
じ

め
と
す
る
諸
行
事
は
、
急
遽
、

す
べ
て
中
止
し
た
。

現
在
、
当
日
実
施
で
き
な
か

っ
た
学
部
別
教
育
懇
談
会
行
事

の
う
ち
、「
個
人
面
談
」
に
つ
い

て
、
ご
父
母
か
ら
の
強
い
要
望

に
応
え
る
べ
く
、
善
後
策
を
策

定
中
で
あ
る
。

◇

◇

こ
の
当
日
の
朝
の
行
事
変
更

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
を
考
慮
し
て
、
苦
渋
の
決

断
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
直

ち
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し

た
が
、
来
学
し
て
は
じ
め
て
午

後
か
ら
の
行
事
が
中
止
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
人
も
多
く
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
紙

面
を
お
借
り
し
、
あ
ら
た
め
て

お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
教
育
後
援
会
）

５
月
１６
日
の
午
後
に
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
父
母
見
学
会
が
実
施

さ
れ
た
。
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
る
教
育
後
援
会
総

会
の
前
日
に
、
総
合
情
報
学
部

生
の
父
母
が
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

の
施
設
を
体
験
す
る
恒
例
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
。
今
年
の
見
学

会
参
加
人
数
は
全
員
で
１
０
１

人
。
自
分
の
子
供
が
４
年
間
通

学
す
る
総
合
情
報
学
部
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
、
と
新
入

生
の
父
母
だ
け
で
な
く
上
級
生

の
父
母
も
参
加
さ
れ
、
緑
豊
か

な
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
家
族
一

緒
に
過
ご
そ
う
と
い
う
リ
ピ
ー

タ
ー
の
参
加
も
何
組
か
含
ま
れ

て
い
た
。

当
日
は
、
最
初
に
Ｔ
Ｅ
ホ
ー

ル
で
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設

設
備
に
つ
い
て
の
全
体
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、
３０
人
程
度
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
見
学
ツ

ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
、
Ｂ
棟
図
書
室
、
Ｃ
棟
の
情

報
機
器
や
ス
タ
ジ
オ
設
備
、
Ａ

棟
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
錯
視

図
、
Ｌ
棟
食
堂
な
ど
を
案
内
し

た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
像

や
大
学
案
内
の
写
真
の
み
で

は
わ
か
ら
な
い
、
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
の
広
さ
（
約
４５
万
平

方
�
）
と
豊
か
な
自
然
の
一

部
を
実
感
し
て
も
ら
え
た
と

思
う
。
曇
り
空
で
小
雨
が
降

る
あ
い
に
く
の
天
気
で
あ
っ

た
が
、
参
加
者
は
皆
一
様
に

満
足
し
た
様
子
で
、
父
母
見

学
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

事
務
チ
ー
ム
）

Ｔ
Ｅ
ホ
ー
ル
で
の
全
体
説
明

昨
年
１０
月
、
教
育
推
進
部
内

に
設
置
さ
れ
た
教
育
開
発
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
か
ら
本
格

的
に
稼
動
し
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
５
月
３０
日
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
約
１
５
０
名

の
出
席
者
の
も
と
、
設
立
記
念

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
（
写

真
）。フォ

ー
ラ
ム
の
統
一
テ
ー
マ

を
「『
Ｆ
ａ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｙ
づ
く

り
』
か
ら
は
じ
め
る
Ｆ
Ｄ
」
と

設
定
し
、
第
１
部
の
基
調
講
演

で
は
立
教
学
院
本
部
の
寺
�
昌

男
調
査
役
よ
り
「
大
学
政
策
の

新
動
向
と
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
課
題

を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
昨
年

１２
月
の
中
教
審
答
申
か
ら
み
る

高
等
教
育
改
革
と
そ
の
動
向
な

ど
が
論
じ
ら
れ
た
。

第
２
部
で
は
、「�
Ｆ
ａ
ｃ
ｕ

ｌ
ｔ
ｙ
づ
く
り
�
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

国
立
大
学
法
人
、
公
立
大
学
法

人
さ
ら
に
私
立
大
学
か
ら
招
い

た
パ
ネ
リ
ス
ト
５
名
か
ら
、
各

大
学
で
実
践
さ
れ
て
い
る
教
育

改
善
活
動
な
ど
の
紹
介
が
あ

り
、
フ
ロ
ア
か
ら
の
意
見
を
交

え
な
が
ら
活
発
な
討
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後

の
「
イ
ブ
ニ
ン
グ
Ｆ
Ｄ
」
に
お

い
て
も
、
活
発
な
意
見
交
換
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
実
り
の
多
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
っ
た
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー
）

■
訂
正

本
紙
第
３
６
２
号
「
学
校
法
人
関
西
大
学

平
成

２１
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
の
記
事
中
、
第
６
、
７
面
「
消
費

収
支
予
算
書

消
費
支
出
の
部
」
の
予
備
費
の
平
成
２１
年
度

予
算
は
６
０
�
０
０
０
�
０
０
０
円
で
は
な
く
、
６
０
０
�

０
０
０
�
０
０
０
円
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

このたび、本学と奈良県明日香村との共催（朝日
新聞社後援）による首都圏での地域連携事業とし
て、「かんだい 明日香 まほろば講座」を開催する。
日 時 ６月２０日（土）１３時～１６時（開場１２時３０分）
場 所 日本消防会館ニッショーホール（地下鉄銀
座線／虎ノ門駅３番出口徒歩５分）

※いずれも時間は１０時３０分～１２時

会場 関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター（博
物館内）文化遺産実習・展示室（１階）

申込受付は６月１５日から開始しています。
その他、申込方法など問い合わせは地域連携センターま
で。（電話０６―６３６８―１２４５）
注）事情により内容に変更が生じる場合があります。

河田悌一関西大学学長挨拶
関 義清明日香村村長挨拶
講演 神戸山手大学教授 河上 邦彦
パネル 神戸山手大学教授 河上 邦彦
ディスカッション 東京芸術大学教授 絹谷 幸二

神戸大学教授 百橋 明穂
関西大学教授 吹田 浩

定員は６００名で、参加費は無料。申し込み方法など問い合わせは地域連携
センターまで。（電話０６―６３６８―１２４５）

１３：００～１３：１５
１３：１５～１３：３０
１３：３０～１４：３０
１４：４０～１６：００

プ
ロ
グ
ラ
ム

講 師

関西大学なにわ・大阪文
化遺産学研究センター研
究員
環境都市工学部准教授

橋寺 知子

関西大学なにわ・大阪文
化遺産学研究センター研
究員
文学部教授

大谷 渡

関西大学なにわ・大阪文
化遺産学研究センター研
究員
文学部教授

増田 周子

テーマ

「近代大阪の建築」

「北村兼子とその時
代―世界にはばた
いた女性ジャーナ
リスト―」

「近代大阪の文学」

日 程

７月１１日（土）

７月１８日（土）

７月２５日（土）

学学
長長
選選
挙挙
をを
公公
示示

教職支援センター

特
別
任
用
教
授
を
招
へ
い

設

学
生
の
除
斥
投
票
は
７
月
４
日
ま
で

開

教
育
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー

設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

お

知

ら

せ

かんだい 明日香 まほろば講座

個人面談は善後策を策定中

教育後援会
総会を開催

関西大学ミュージアム講座
「なにわの文化遺産（四）」をテーマに

第４回

「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
の

父
母
見
学
会
」を
実
施

平成２１年（２００９年）６月１８日第 ３６３ 号（３）



（４）平成２１年（２００９年）６月１８日第 ３６３ 号（５）
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賞
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受
　
　
賞�

新刊の新刊の�新刊の�

６
月
６
日
に
大
阪
市
長
居
ス

タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
関
西
学

生
選
手
権
大
会
決
勝
で
大
阪
学

院
大
学
を
３
―
１
で
下
し
、
３

年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。

○
陸
上
競
技
部

５
月
１６
日
〜
１７
日
に
大
阪
市

長
居
第
２
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
第
８６
回
関
西
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会
に
て
山
根

愛
以
さ
ん
（
社
３
）
が
女
子
三

段
跳
び
で
優
勝
し
、
３
連
覇
を

達
成
し
た
。
女
子
７
種
競
技
は

神
田
早
妃
さ
ん
（
文
１
）
が
自

己
ベ
ス
ト
を
大
幅
に
更
新
す
る

５
、
０
７
５
点
で
優
勝
。
ま

た
、
男
子
４
０
０
�
障
害
は
爲

本
康
平
さ
ん
（
文
３
）
が
５１
秒

０５
の
自
己
新
記
録
で
初
優
勝
を

遂
げ
た
。

◇

大
雨
の
な
か
行
わ
れ
た
大
会

最
終
日
。「
攻
め
ら
れ
る
試
合
に

し
た
い
」
と
強
く
意
気
込
ん
で

い
た
山
根
さ
ん
は
、
大
雨
に
加

え
て
腰
の
状
態
が
思
わ
し
く
な

く
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
万
全

で
な
か
っ
た
。「
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
ず
に
苦
戦
し
た
。
勢
い
が
な

か
っ
た
の
が
惜
し
か
っ
た
」。
上

手
く
跳
躍
を
ま
と
め
ら
れ
な
い

ま
ま
進
ん
だ
決
勝
で
あ
っ
た
。

雨
の
影
響
に
よ
り
、
他
選
手

も
記
録
が
伸
ば
せ
ず
接
戦
に
も

つ
れ
込
み
、
５
回
目
の
跳
躍
で

１２
�
９
を
叩
き
出
す
も
の
の
、

他
の
選
手
が
そ
れ
を
上
回
る
、

１２
�
１５
の
跳
躍
を
見
せ
逆
転
さ

れ
る
。

し
か
し
、
最
終
跳
躍
で
山
根

さ
ん
は
関
西
女
王
と
し
て
の
意

地
を
み
せ
、
１２
�
２５
の
ジ
ャ
ン

プ
。
２
位
と
わ
ず
か
３
�
差
で

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
、
喜
び

を
爆
発
さ
せ
何
度
も
大
き
く
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。「
素
直
に
う
れ
し

い
」。
ラ
イ
バ
ル
達
の
猛
追
を
振

り
切
り
、
関
西
３
連
覇
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
。
今
後
に
つ
い

て
、「
関
西
学
生
記
録
を
超
え
た

い
」
と
語
っ
た
。

○
水
上
競
技
部

４
月
１６
日
〜
１９
日
に
古
橋
廣

之
進
記
念
浜
松
総
合
水
泳
場
で

開
催
さ
れ
た
、
第
８５
回
日
本
選

手
権
大
会
に
て
矢
野
友
理
江
さ

ん
（
文
３
）
が
女
子
８
０
０
�

自
由
形
で
３
位
に
輝
き
表
彰
台

に
登
っ
た
。

全
国
の
舞
台
で
力
強
い
泳
ぎ

を
み
せ
、
８
分
３５
秒
８３
と
い
う

タ
イ
ム
を
残
し
た
。

今大会で３２回目を数える総合関関戦が、
関西学院大学西宮上ヶ原キャンパスを中心
にいよいよ本日、６月１８日から始まりま
す。さぁ、みんなで応援に行こう�

６
月
８
日
に
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
総
合
学
生
会
館
・
メ
デ

ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館
に
て
、
関

西
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
奨
学
・

奨
励
金
の
授
与
式
が
開
催
さ
れ

た
。こ

の
授
与
式
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
奨
学
・
奨
励
金
委
員
会
の
議

を
経
て
、
平
成
２１
年
度
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
奨
学
・
奨
励
金
の
支

給
対
象
者
（
団
体
）
に
、
奨
学

生
証
（
奨
励
団
体
証
）
を
交
付

し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、

芝
井
敬
司
副
学
長
か
ら
７６
人
の

支
給
対
象
者
（
個
人
・
団
体
、

第
一
高
等
学
校
・
北
陽
高
等
学

校
生
を
含
む
）
に
奨
学
生
証（
奨

励
団
体
証
）が
授
与
さ
れ
、
奨
学

生
お
よ
び
奨
励
団
体
が
誇
り
と

自
覚
を
持
ち
、
文
武
両
道
を
実

践
し
、
さ
ら
な
る
精
進
を
重
ね

る
こ
と
を
奨
励
し
た
。

博
物
館
で
は
、
春
季
企
画
展

「
浪
速
の
絵
師

菅
楯
彦
の
画

業
『
職
業
婦
人
繪
巻
』」
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４
月
２５
日

に
特
別
見
学
会
と
講
演
会
を
開

催
し
た
。

菅
楯
彦
は
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
大
阪
画
壇
の
第
一
人

者
と
し
て
活
躍
し
た
画
家
で
あ

り
、大
正
１０
年
に
描
か
れ
た
「
職

業
婦
人
繪
巻
」
は
、
全
長
１４
�

の
巻
子
に
多
彩
な
職
業
婦
人
を

１１
場
面
に
分
け
て
取
り
上
げ
た

大
作
で
あ
る
。
当
日
は
会
場
一

杯
に
開
陳
さ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
見
入
っ
た
。

細
部
に
ま
で
気
を
配
っ
た
筆

使
い
で
、
カ
フ
ェ
の
女
給
や
看

護
婦
、
電
話
交
換
手
な
ど
大
正

時
代
の
先
端
を
い
く
職
業
を
描

き
、
そ
の
一
方
で
子
守
娘
や
漁

師
の
か
み
さ
ん
、
ヨ
イ
ト
マ
ケ

を
叫
ぶ
土
木
作
業
婦
な
ど
も
、

楽
し
げ
に
生
き
生
き
と
描
写
さ

れ
て
い
る
。
ま
さ
し
く
菅
楯
彦

の
真
骨
頂
で
あ
る
と
、
講
師
の

明
尾
圭
造
氏（
芦
屋
市
立
美
術
博

物
館
学
芸
課
長
）
が
場
面
解
説

も
踏
ま
え
て
講
演
を
行
っ
た
。

寄
贈
者
の
橋
本
氏
も
出
席

し
、
終
了
後
は
、
講
師
と
と
も

に
博
物
館
第
２
展
示
室
で
開
催

さ
れ
て
い
る
企
画
展
を
見
学
し

た
。

（
博
物
館
事
務
室
）

手
話
は
聴
覚
障
が
い
の
方
々
に
と
っ

て
の
「
こ
と
ば
」
で
す
。
手
話
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
は
手

の
動
き
だ
け
で
な
く
、
口
の
動
き
や
表

情
な
ど
身
体
全
体
を
使
っ
て
表
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
豊
か
な
表
情
や
手

話
の
表
現
方
法
に
は
驚
き
や
発
見
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

近
頃
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉

が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は

耳
の
不
自
由
な
方
の
生
活
を
考
え
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
私

た
ち
が
身
近
に
手
助
け
で
き
る
こ
と
に

は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

聴
覚
障
が
い
の
方
に
日
常
の
生
活
を
語

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
も
見
え
て
き
ま
す
。
人
に
や

さ
し
く
な
れ
る
、
そ
ん
な
貴
重
な
時
間

と
場
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

日
時
�
６
月
２４
日
（
水
）

１４
時
４０
分
〜
１６
時
１０
分

場
所
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
学

生
会
館
・
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館
４

階
小
ホ
ー
ル

当
日
は
手
話
通
訳
者
に
よ
る
同
時
通

訳
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
話
未
経
験
者

も
参
加
で
き
ま
す
。
総
合
学
生
会
館
・

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
凜
風
館
１
階
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
申
込
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。（

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

現
在
、年
史
資
料
展
示
室
（
簡

文
館
１
階
）
で
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に

出
場
し
た
岩
田
稔
選
手
の
特
別

展
を
開
催
し
て
い
る
。

本
特
別
展
は
、�
侍
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
�
の
一
員
と
し
て
、「
２
０
０

９
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
）」
に
出
場
し
た
、
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
の
岩
田
選
手
（
平
成
１８

年
３
月
経
済
学
部
卒
業
）
を
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
展
示
室
で
は
、
岩
田
選
手

が
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
着
用
し
た
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
や
帽
子
、
使
用
済
の
公

式
ボ
ー
ル
お
よ
び
サ
イ
ン
入
り

色
紙
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

特
別
展
は
、
平
日
の
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
ま
で
開
館
し
て
い

る
。
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
大

学
が
定
め
た
休
日
は
休
館
。
た

だ
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ど
の
行
事
開
催
日
は
開
館
。

（
年
史
編
纂
室
）

文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修

・
体
育
学
教
室
で
は
、
次
の
日

程
で
公
開
授
業
を
開
催
し
ま

す
。
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
、「
心
」
も
「
体
」
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

誰
で
も
気
軽
に
楽
し
く
受
講

で
き
る
授
業
内
容
で
す
の
で
積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
開
授
業
は
、「
地
域
住

民
」
と
「
大
学
」
と
を
結
ぶ
架

け
橋
で
す
。
事
前
申
込
・
参
加

費
は
不
要
で
す
。
運
動
の
で
き

る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ

ル
な
ど
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館

問
い
合
わ
せ

文
学
部
身
体
運

動
文
化
専
修

体
育
学
教
室（
電

話
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４

�
中
央
体
育
館
直
通
�
）

後

援

吹
田
市
教
育
委
員
会

（
文
学
部
）

キ
ト
ラ
古
墳
の
「
壁
画
は
ぎ

取
り
」、
そ
し
て
そ
の
公
開
と

「
国
の
ま
ほ
ろ
ば
」
明
日
香

は
、
昭
和
４７
年
に
発
掘
さ
れ
た

壁
画
古
墳
「
高
松
塚
」
以
来
の

国
民
的
関
心
を
集
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
飛
鳥
・
藤
原
地

域
を
中
心
と
し
た
日
本
の
古
代

国
家
の
形
成
過
程
を
そ
の
ま
ま

残
し
、
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
の

歴
史
を
伝
え
る
遺
跡
と
歴
史
的

風
土
は
、
す
こ
ぶ
る
大
切
な
文

化
資
産
と
し
て
、
平
成
１９
年
１

月
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
入
り
ま
し
た
（「
飛

鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連

資
産
群
」）。
世
界
遺
産
登
録
を

め
ざ
し
て
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
発
掘
調
査

や
研
究
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な

情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
飛
鳥
は
、
遺
跡
・
史
跡
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
か
な

自
然
が
あ
り
、
神
々
が
こ
も

り
、
人
び
と
の
営
み
が
あ
り
ま

す
。
本
学
は
、
永
年
に
わ
た
っ

て
飛
鳥
に
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
経
緯
と
研
究
蓄
積
を

基
に
し
て
、
あ
ら
た
め
て
「
飛

鳥
」
を
考
え
る
機
縁
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
い
ず
れ
も
東
京
セ

ン
タ
ー
で
、受
講
料
は
１
０
０
０

０
円
（
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
）。定

員
は
２
０
０
人
（
事
前
申
込
制

・
先
着
順
）。
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
東
京
セ
ン
タ
ー
ま

で
。（
電
話
０３
―

３
２
１
１
―

１
６

７
０
）

（
総
務
課
）

○
日
本
機
械
学
会
関
西
支
部

◆
第
８４
期
定
時
総
会
講
演
会
若

手
優
秀
講
演
フ
ェ
ロ
ー
賞

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
２

古
本

晴
久

（
平
成
２１
年
３
月
１７
日
）

○
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

リ
サ
ー
チ
学
会

◆
フ
ェ
ロ
ー

総
合
情
報
学
部

教
授

仲
川

勇
二

（
平
成
２１
年
３
月
１７
日
）

○
文
学
部
教
授

陶

徳
民
編
著

『
内
藤
湖
南
と
清
人
書
画
―
関

西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵

品
集
―
』

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
５
７

７
５
円
）

○
オ
リ
ビ
エ
・
ト
レ
ス
著

総
合
情
報
学
部
教
授

亀
井
克
之
訳

『
ワ
イ
ン
・
ウ
オ
ー
ズ
�
モ
ン

ダ
ヴ
ィ
事
件
―
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
テ
ロ
ワ
ー
ル
ー
』

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
・
関

西
大
学
出
版
部
・
定
価
３
２

５
５
円
）

※
金
額
は
い
ず
れ
も
税
込
み
。

講 師

文学部教授・博物館長 �橋 �博
文学部教授 黒田 一充

文学部教授 米田 文孝

文学部教授 西本 昌弘

文学部教授 乾 善彦

（いずれも時間は１３時３０分～１５時）

テーマ

「日本の文化財と飛鳥の文化遺産」

「飛鳥の神々」

「高松塚・キトラ古墳を知る」

「飛鳥と西域文化」

「飛鳥出土の木簡」

日程

７月４日（土）

７月１１日（土）

７月１８日（土）

７月２５日（土）

８月１日（土）

講 師

本学非常勤講師
山内 直美

文学部助教
灘 英世

本学非常勤講師
時森 美智子

（いずれも時間は１０時４０分～１２時１０分）

テーマ

気功体操
「デトックス呼吸で�気エステ♪	」
安全教育
～いざという時の救急法～

レクリエーション・ヒュウマニクス
�こころとからだのふれあいゲーム	

日程

６月１８日（木）

６月２９日（月）

７月３日（金）

第３２回総合関関戦日程
場 所

中央芝生
（旧）サッカーグラウンド
総合体育館２階小フロア
第３フィールド
総合体育館２階大フロア
第４フィールド
関西大学アイスアリーナ（本学開催）
（旧）テニスコート
ソフトテニスコート
総合体育館２階大フロア
サッカーグラウンド
総合体育館２階大フロア
第３フィールド
神崎川（学外開催）
総合体育館メインフロア
アーチェリー場
射撃場
総合体育館２階小フロア
第３フィールド
総合体育館１階卓球場
総合体育館メインフロア
新学生会館合気道場
第２フィールド
新学生会館１階相撲場
総合体育館１階フェンシング場
総合体育館１階レスリング場
総合体育館２階大フロア
新学生会館合気道場
総合体育館２階大フロア
中央芝生

注）種目によっては、天候その他の事情などにより時間、場所などが
変更されることがあります。

開始時間
１２：４５
１１：００
１１：００
１３：３０
１４：００
１４：００
１９：１５
９：４５
１１：００
１１：００
１４：００
１５：００
１７：００
９：００
９：００
９：３０
９：３０
１０：００
１０：００
１１：００
１１：００
１１：００
１３：００
１３：００
１３：００
１３：３０
１３：３０
１３：３０
１５：００
１７：３０

競 技
開会式
ラクロス男女
バドミントン
硬式野球
バスケットボール男女
サッカー
アイスホッケー
テニス男女
ソフトテニス
バレーボール
陸上ホッケー
ハンドボール男女
アメリカンフットボール
ボート
なぎなた（演武）
アーチェリー
射撃
器械体操
準硬式野球
卓球
少林寺（演武）
合気道（演武）
ラグビー
相撲
フェンシング
レスリング
拳法
古武道（演武）
剣道
閉会式

６
月
１８
日（
木
）

６
月
１９
日（
金
）

６
月
２０
日（
土
）

つ
い
に
開
幕
�

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

気
持
ち
の
伝
わ
る
お
話
の
時
間

〜
聴
覚
障
が
い
の
方
の
お
話
を
聴
く
会
〜

開催中

Ｗ
Ｂ
Ｃ
出
場

岩
田
稔
選
手
特
別
展

関西大学スポーツ振興
奨学・奨励金奨学生証

（奨励団体証）
授与式を開催

サ
ッ
カ
ー
部
が
関
西
学
生
選
手
権
大
会
で
優
勝

陸
上
・
三
段
跳
び
で
山
根
さ
ん
が
関
西
３
連
覇

春
学
期

公
開
授
業
の
案
内

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

公 開 講 座
「飛鳥の歴史と文化遺産」

関西大学東京センター

菅菅
楯楯
彦彦
「「
職職
業業
婦婦
人人
繪繪
巻巻
」」

特
別
見
学
会
・
特
別
講
演
会
を
開
催

山根愛以さん（社３）
（写真提供：関大スポーツ編集局）

（６）平成２１年（２００９年）６月１８日第 ３６３ 号
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経
済
・
政
治
研
究
所

産
業
セ
ミ
ナ
ー
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人
権
問
題
研
究
室

公
開
講
座

エクステンション・リードセンターで
は、キャリアアップに意欲的な学生のみ
なさんを支援するために、さまざまな講
座を設けています。それぞれの目的達成
のため有効に活用して、よりよい学生生
活を送ってください。

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
と
『
後
期
開
講

講
座
』
の
受
講
申
込
受
付
を
６
月
１７
日
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
で
は
、
英
語
講

座
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー

ス
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー

ス
、
情
報
処
理
講
座
の
パ
ソ
コ
ン
検
定
４

級
コ
ー
ス
・
３
級
コ
ー
ス
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
ー
ス
、
公
務
員
講
座
の

教
養
夏
期
集
中
コ
ー
ス
「
教
養
１
ｓ
ｔ
ス

テ
ー
ジ
」
を
開
講
し
ま
す
。

『
後
期
開
講
講
座
』
で
は
、
次
の
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
英
語
講
座
」

９
月
中
旬
か
ら
開
講
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー
ス
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

「
公
務
員
講
座
」

国
�
・
地
方
上
級
対
策
講
座
「
専
門
得

点
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
１
」、
教
養
対
策
講
座

「
教
養
１
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ
」
・
「
数
的
処

理
」
・
「
文
章
理
解
・
資
料
解
釈
対
策
コ

ー
ス
」、
国
�
対
策
講
座
「
刑
法
」
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
会
計
職
講
座
群
」

１１
月
の
検
定
試
験
を
め
ざ
す
９
月
開
講

の「
簿
記
検
定
講
座
３
級
対
策
コ
ー
ス（
２

組
）」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。「
公
認
会
計
士
入
門
講
座
」
と
「
税
理

士
講
座
」
は
１１
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。
税

理
士
講
座
で
は
必
須
科
目
の
簿
記
論
と
財

務
諸
表
論
の
科
目
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

資
格
関
連
講
座
で
は
、「
社
会
保
険
労
務

士
講
座
」
と
「
色
彩
検
定
講
座
１
級
対
策

コ
ー
ス
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

申
込
受
付
は
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ

ス
オ
フ
ィ
ス
お
よ
び
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
天

六
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
に
て
行
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

経
済
・
政
治
研
究
所
で
は
、

次
の
と
お
り
２
つ
の
テ
ー
マ
に

て
第
１
８
１
回
産
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

日

時

７
月
２
日
（
木
）

１３
時
〜
１６
時
１０
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

児
島
惟
謙
館
第
２
会
議
室

テ
ー
マ

市
民
自
治
と
現
代
都
市

講

師

市
民
参
加
研
究
班
主

幹
・
法
学
部
教
授

寺
島
俊
穂

テ
ー
マ

地
方
自
治
体
に
お
け

る
参
画
と
協
働
の
動
向

講

師

市
民
参
加
研
究
班
研

究
員
・
法
学
部
准
教
授

石

橋
章
市
朗

参
加
は
先
着
順
に
て
５０
名
ま

で
。３

研
究
所
合
同

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

東
西
学
術
研
究
所
、
経
済
・

政
治
研
究
所
、
法
学
研
究
所
で

は
、
３
研
究
所
合
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

７
月
１１
日
（
土
）

１３
時
〜
１７
時
３０
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
１
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

テ
ー
マ

中
国
に
お
け
る
『
和

諧
社
会
』
の
経
済
的
・
法
的

側
面
と
日
中
経
済
関
係
の
新

展
開

講

師

孫
新
、
青
木
俊
一

郎
、
劉
小
勇
、
趙
静
波
、
田

昆
如
、
高
華
�（
コ
メ
ン
ト
）

聴
講
自
由
。
問
い
合
わ
せ

は
、
研
究
所
事
務
室
（
電
話
０６

―

６
３
６
８
―

１
１
７
９
）
ま

で
。
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp���w

w
w
.k
an
sa

i�
u.ac.jp�K

eiseik
en

�

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
経
済
・
政
治
研
究
所
）

人
権
問
題
研
究
室
で
は
、
研

究
成
果
を
学
内
お
よ
び
社
会
に

広
く
還
元
し
、
大
学
内
外
に
お

け
る
人
権
意
識
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
、
学
生
・
教
職
員
・

一
般
市
民
を
対
象
に
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

日

時

６
月
２６
日
（
金
）

１３
時
〜
１４
時
３０
分

場

所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
１
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

テ
ー
マ

多
文
化
共
存
の
時
代

へ
向
け
て
―
�
英
語
一
極
化

�
に
対
す
る
「
欧
州
連
合
」

（
Ｅ
Ｕ
）の
言
語
教
育
政
策
―

講

師

外
国
語
学
部
教
授

杉
谷
眞
佐
子

問
い
合
わ
せ
は
人
権
問
題
研

究
室
ま
で
。（
電
話
０６
―

６
３
６

８
―

１
１
８
２
）
詳
し
く
は
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w

w
.k
an
sai�
u.ac.jp�h

rs�

）
を
参
照
の
こ
と
。

（
人
権
問
題
研
究
室
）

受付場所・時間
☆千里山キャンパス
【リードセンター千里山キャンパス事務室】
千里山キャンパス第３学舎３号館２階
１０時３０分～２１時

（日・祝日および本学休業日を除く）
☆天六キャンパス
【リードセンター天六キャンパス事務室】
天六キャンパス１階（大阪市北区）
阪急千里線・地下鉄谷町線・堺筋線
天神橋筋六丁目駅�出口徒歩５分
１３時３０分～２０時

（日・祝日および本学休業日を除く）
☆高槻キャンパス
【高槻キャンパスオフィス】

１０時～１６時
（土・日・祝日および本学休業日を除く）

問い合わせ
【リードセンター千里山キャンパス事務室】
電話０６―６３６８―０７２１（１０時３０分～２１時）

【リードセンター天六キャンパス事務室】
電話０６―６３５８―９９０１（１３時３０分～２０時）

【受講相談】
講座や資格取得についての相談や質問は、随時エクス

テンション・リードセンター千里山キャンパス事務室に
て受け付けています。どんな資格や試験も、早めに情報
を集めて対策を立てることがポイントになります。講座
について分からないことがあれば、いつでもリードセン
ターに問い合わせてください。

http���www.kansai�u.ac.jp�extension�top.html

現在、申込受付中（６月１７日から受付開始）
※各講座・コースの詳細はエクステンション・リードセンターの講座案内を参照してください。

開講場所

天六

天六・千里山

千里山

天六

千里山

千里山

天六

千里山

講座・資格の概要

社会で評価される英語力の指針ＴＯＥＩＣ�

日本人講師と外国人講師の授業で確実なスコアア
ップをめざす

留学で求められる英語力の指針
留学前に必要なスコア取得をめざす

パソコンを基礎から学び、最終日に講座内で本試
験を受験

Excel の基本操作から始め、マクロまで学ぶ

国�・地方上級の合格に必須の政治学・行政学・
財政学を学ぶ

早期学習で教養科目を得点源に

主要５科目コースの「数的処理」を単一科目で受
講

多くの良質な過去問に触れて読み解くコツをつか
む

裁判所事務官の合格に必要なレベルまで学習

充実した直前の答練で確実に合格を狙う

財務会計と管理会計の入門講座を展開

簿記２級レベルから始めて演習・模試まで
充実したカリキュラムで合格をめざす

人事・労務のエキスパート

専門能力として高い評価の１級の合格をめざす

講座・コース名

７５０点目標クラス

６５０点目標クラス

５５０点目標クラス

ＴＯＥＦＬ�テスト対策コース（夏期集中）

パソコン検定４級コース２組（夏期集中）

パソコン検定３級コース（夏期集中）

Excel パーフェクトコース（夏期集中）

専門得点アップコース１

教養１st ステージ（夏期集中）

国�・地方上級対策 数的処理

文章理解・資料解釈対策コース

刑法

３級対策コース２組

公認会計士入門講座

簿記論コース

財務諸表論コース

簿・財パックコース

社会保険労務士講座

１級対策コース

ＴＯＥＩＣ�テスト
対策コース

国�・地方上級対策講座

教養対策講座

国�対策講座

簿記検定講座

税理士講座

色彩検定講座

英
語
講
座

情
報
処
理
講
座

公
務
員
講
座

会
計
職
講
座
群

９月１日（火）受付開始
開講場所

千里山

講座・資格の概要

ロースクール入試本試験レベルの問題を出題しま
す

講座・コース名

実践答案練習２ndステップ
法科大学院
入試対策講座

司法講座

１２月１日（火）受付開始
開講場所

千里山

千里山

千里山

講座・資格の概要

社会で評価される英語力の指針ＴＯＥＩＣ�

日本人講師と外国人講師の授業で確実なスコアア
ップをめざす

実践力の養成で、本試験に備える

本試験直前の対策で、効果的に得点アップ

ビジネスリーダーの必須能力

講座・コース名

６５０点目標クラス

５５０点目標クラス

面接対策コース

専門得点アップコース２

主要５科目演習コース

教養２ndステージ

教養ファイナルステージ

２級対策コース２組

ＴＯＥＩＣ�テスト
対策コース

国�・地方上級対策講座

教養対策講座

簿記検定講座

英
語
講
座

公
務
員
講
座

【ガイダンス】

場 所

千里山

天六

※内容などの詳細については『講座案内２００９』ｐ．５をご
覧ください。

※実施教室は当日リードセンター事務室前に掲示いたし
ます。

時 間

１８時３０分～１９時３０分

１２時２０分～１３時

１８時３０分～１９時３０分

１２時２０分～１３時

１８時３０分～１９時３０分

月 日

１０月１４日（水）

１１月１１日（水）

１０月２１日（水）

１１月１８日（水）

６月２４日（水）

９月２５日（金）

講座・コース

公認会計士
入門講座

税理士講座

社会保険労
務士講座

６月１７日から受付開始�
夏期集中・後期開講講座

受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談・・・・・・・・・・・・ガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイダダダダダダダダダダダダンンンンンンンンンンンンススススススススススススののののののののののののごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

平成２１年度 開講講座の概要
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第３６３号

筆
者
が
初
め
て
海
外
で
の

長
期
滞
在
を
経
験
し
た
の
は

３０
歳
代
も
半
ば
を
過
ぎ
て
か

ら
だ
っ
た
。
本
学
か
ら
の
助

成
を
得
て
英
国
の
大
学
に
１

年
間
滞
在
し
た
。
現
地
の

人
々
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
お

し
ゃ
べ
り
に
つ
い
て
い
く
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
図

書
館
で
文
献
リ
サ
ー
チ
を
し

た
り
英
文
ペ
ー
パ
ー
を
書
い

た
り
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多

か
っ
た
。
お
か
げ
で
英
文
の

読
み
・
書
き
に
は
か
な
り
慣

れ
た
が
、
聞
く
こ
と
・
話
す

こ
と
は
今
で
も
苦
手
で
あ

る
。
た
だ
細
か
い
間
違
い
は

気
に
せ
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

し
、
異
な
る
文
化
・
社
会
・

自
然
の
中
で
生
活
し
、
あ
れ

こ
れ
不
満
を
い
い
つ
つ
も
英

国
と
い
う
国
が
好
き
に
な
っ

た
。
今
号
で
は
第
８
面
で
留

学
や
語
学
研
修
に
つ
い
て
特

集
し
た
。
長
期
休
暇
の
過
ご

し
方
と
し
て
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
大
和

礼
子
）

�編集後記�

岡
田

朋
之
（
お
か
だ
・
と

も
ゆ
き
）
教
授

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
メ
デ
ィ
ア
研
究
を
展
開
。

兵
庫
県
教
委
の
情
報
モ
ラ
ル

研
修
教
材
作
成
委
員
長
、
ネ

ッ
ト
い
じ
め
研
究
会
副
委
員

長
を
歴
任
し
、
情
報
化
の
社

会
的
影
響
へ
の
対
策
に
も
奔

走
し
て
い
る
。
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